
も
っ
と
経
験
を
積
ん
で
、

い
い
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

﹇
表
紙
の
人 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
　

株
式
会
社
デ
リ
ク
ッ
ク
ち
く
ま

　管
理
栄
養
士

　小
林

　明
日
香
さ
ん

笑 食 快 膳
しょう しょく かい ぜん
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当協会のホームページがスマートフォンからも
ご覧いただけるようになりました。

研修・講習会の情報・機関誌が更に見やすくな
っております。 特に、お問合せの多い研修・講
習会の日程もかんたんにチェックできるように
なりました。
ぜひ、スマートフォンからもアクセスください。

スマートフォンで
ホームページを

ご覧いただけるように
なりました！

日本メディカル給食協会

（株）デリクックちくまで管理栄養士として働く
小林さんは、入社以来、受託責任者を務めている。

「子どもが好きで、子どもに関われる仕事がしたかっ
たんです。その中で『給食のおばちゃん』というか、
そういうイメージが頭に浮かんで、栄養士になろうと
思いました。

最初は保育園や学校など、子どものいる施設で働きた
いと思っていたんですが、勉強していくうちにだんだ
んと医療分野にも興味が湧いてきて、今の職場に就職
してからはずっとメディカル給食に携わっています。
患者様たちとのふれあう中でこの仕事をより面白く感
じるようになって、今はもっと経験を積んでいきたい
と思うようになりました。」

長野県の栄養改善学会で最優秀賞の『学会賞』を
受賞されたとか。

「４年ほど前ですが、当時リハ病棟に勤務しており、
高齢者の方々の食欲不振に対する取り組みをまとめて
学会で発表しました。
例えば、手がうまく動かせず食事が億劫になっている
患者さんには三角形のおにぎりから小さな俵型に変
え、摂食機能の弱い患者さんには海苔に穴を空けて…

など、食べやすくする工夫を重ねた記録の集大成で
すね。」

仕事をしていてよかったことは？
「リハ病棟では、自分の工夫で患者様が食事を食べて
くれたのが嬉しかったです。今も食札にメッセージ
を書いて戻してくれることもあって、そういうふれ
あいは嬉しいですね。
それから、いくつかの現場を経験してきたことで対
応力が上がっているなあと感じられるようになって
きました。」

どんなことを心がけていますか？
「コミュニケーションの中で、自分の意見をきちんと
伝えることですね。ほかの従業員たちと話し合いを
重ねて、良い現場を一緒につくっていけるようにし
ています。
その中でも最近、特に意
識しているのが新人教
育です。これまでは『言
い聞かせる』みたいな
指導が苦手だったん
ですけど、自分なり
に考えて経験の浅
いスタッフをちゃ
んと育てていか
なきゃなあと思
っています。」

表紙の人 インタビュー

株式会社デリクックちくま
管理栄養士

小
こ

林
ばやし

 明
あ

日
す

香
か

 さん（入社７年目）



巻
頭
言　

平
成
30
年
度
第
二
回
理
事
会
に
お
い
て

当
協
会
副
会
長 

兼　

総
務
・
公
益
・
広

報
委
員
会
委
員
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し

た
富
士
産
業
株
式
会
社
の
中
村
で
ご
ざ
い

ま
す
。
業
界
及
び
協
会
に
対
し
、
私
の
立

場
で
出
来
得
る
貢
献
は
何
か
を
し
っ
か
り

考
え
行
動
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
当
業
界
で
喫
緊
の
課
題
は
人
手

不
足
の
解
消
で
あ
る
と
言
っ
て
間
違
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当
社
も
同
様
で
す

が
、
現
場
の
職
員
の
や
り
繰
り
に
毎
日
四

苦
八
苦
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

待
遇
を
上
げ
て
も

人
が
集
ま
ら
な
い
、
せ
っ
か
く
入
社
い
た

だ
い
て
も
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ど
の
会
社
で

あ
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
但
し
、
逆
に
こ
の
状

況
は
一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
解
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
雇
用
の
問
題
が
解
決

す
れ
ば
我
々
の
業
界
に
は
ま
だ
ま
だ
成
長

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
す
。
国
が
働
き
方
改
革
を
推
進
し

て
い
く
中
で
、
今
後
我
々
の
業
界
も
雇
用

形
態
の
見
直
し
や
新
た
な
考
え
方
を
導
入

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

既
に
政
府
は
今
年
6
月
の
「
経
済
財
政

運
営
の
基
本
方
針
」
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の

方
針
」
の
中
で
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る

新
た
な
在
留
資
格
を
設
け
る
と
し
て
、
単

純
労
働
者
に
つ
い
て
流
入
拡
大
を
認
め
る

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
日

本
の
外
国
人
受
け
入
れ
政
策
と
し
て
は
、

技
能
実
習
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
滞
在
期
間
の
3
年
か
ら
5
年
へ
の
延
長

が
決
定
す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
拡
大
路
線

の
大
き
な
証
拠
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

業
界
と
し
て
も
外
国
人
労
働
者
を
人
手
不

足
の
穴
埋
め
と
し
て
だ
け
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
日
本
の
進
ん
だ
医
療
給
食
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
海
外
に
紹
介
す
る
、
も
し
く
は
海

外
へ
進
出
す
る
際
の
人
財
を
育
成
す
る
と

の
認
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、
受
け
入
れ
準

備
を
進
め
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。

　

人
手
不
足
の
課
題
に
対
し
て
、
雇
用
の

面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
、
調
理
済

み
食
品
や
機
器
類
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

の
よ
う
な
省
力
化
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

の
か
は
各
社
・
各
経
営
者
に
お
考
え
の
あ

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、
総
務
・
公
益
・

広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
ま
ず
は
し
っ
か

り
と
会
員
各
社
の
状
況
を
確
認
し
、
ニ
ー

ズ
の
取
り
ま
と
め
を
行
な
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
集
約
し
た
ご
意
見

を
協
会
の
要
望
と
し
て
関
係
各
所
に
働
き

か
け
、
当
協
会
だ
け
で
な
く
業
界
全
体
に

と
っ
て
よ
り
良
き
未
来
を
創
る
こ
と
に
貢

献
で
き
た
ら
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

業
界
を
取
り
巻
く
諸
環
境
は
年
々
厳
し

さ
を
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
上
記
で
述

べ
た
人
手
不
足
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
災
害

及
び
為
替
や
石
油
価
格
等
に
よ
っ
て
変
動

す
る
食
材
料
費
、
消
費
増
税
に
お
け
る
軽

減
税
率
の
適
用
範
囲
並
び
に
医
療
政
策
の

方
向
性
等
々
医
療
に
係
る
食
事
提
供
業
務

に
は
常
に
不
確
定
な
要
素
が
存
在
し
ま

す
。
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
は
山
本

会
長
の
下
、
業
界
の
安
定
の
た
め
に
こ
れ

ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
協
会

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
を
続
け

て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

業
界
安
定
の
一
助
に

中
村　

勝
彦

公
益
社
団
法
人
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
副
会
長

総
務
・
公
益
・
広
報
委
員
会
委
員
長
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第
13
回
治
療
食
等
献
立
・
調
理
技
術
コ

ン
テ
ス
ト
が
、「
新
記
録
」
と
か
「
過
去

最
高
」
の
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
う
異
常

気
象
で
酷
暑
と
叫
ば
れ
る
な
か
の
8
月
24

日
に
、
入
谷
の
寺
町
通
り
や
鬼
子
母
神
、

ま
た
Ｊ
Ｒ
鶯
谷
駅
前
に
校
舎
を
構
え
歴
史

の
あ
る
学
校
法
人
華
学
園
華
栄
養
専
門
学

校
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

華
学
園
に
は
、
協
会
の
記
念
す
べ
き
第

1
回
開
催
、
ま
た
協
会
設
立
10
周
年
の
第

4
回
、
更
に
は
20
周
年
の
第
9
回
、
そ
し

て
今
回
の
第
13
回
は
30
周
年
の
記
念
年
に

あ
た
り
記
念
行
事
の
時
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
ご
縁
の
あ
る
学
校
で
す
。

　

当
日
の
開
催
に
向
け
、
今
回
担
当
す
る

関
東
信
越
支
部
の
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

は
、
2
年
前
の
福
岡
で
開
催
さ
れ
た
大
会

直
後
か
ら
準
備
に
入
り
、
当
日
参
加
す
る

各
社
の
選
手
が
練
習
を
積
ん
で
き
た
実
力

を
１
０
０
％
発
揮
で
き
る
よ
う
な
会
場
の

環
境
を
整
え
、
ま
た
、
関
東
信
越
支
部
の

各
社
か
ら
当
日
の
応
援
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

特集

『
第
13
回
治
療
食
等
献
立
・
調
理

　
　
　
　
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
』
開
催
さ
れ
る
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し
て
頂
く
手
配
を
組
み
込
む
な
ど
、
全
員

が
こ
の
大
会
を
運
営
し
成
功
さ
せ
る
と
い

う
意
気
込
み
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
大
会
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
実
行
委
員
・
部
会
の
皆
さ
ん
は
東
京

都
内
在
勤
と
勤
務
条
件
が
優
位
に
感
じ
ら

れ
る
中
、
昨
年
末
か
ら
毎
週
と
い
え
る
ほ

ど
実
行
委
員
長
の
本
社
や
表
彰
式
会
場
に

集
合
し
、
前
回
資
料
を
再
三
確
認
し
な
が

ら
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
の
24
日
か
ら
諸
準
備
（
調
理

食
材
の
確
認
、
調
理
器
具
の
準
備
）
等
が

始
ま
り
、
競
技
に
参
加
さ
れ
る
各
選
手
は

緊
張
の
二
日
間
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
西
日
本
支
部
か
ら
の
参
加
が
か

な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
一
次
書
類
審

査
を
経
て
選
抜
さ
れ
た
20
（
社
）
チ
ー
ム

（
治
療
食
部
門
10
チ
ー
ム
、
一
般
食
部
門

5
チ
ー
ム
、行
事
食
部
門
5
チ
ー
ム
）
が
、

互
い
の
調
理
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
の
24
日
、
朝
7
時
に

は
実
行
運
営
関
係
者
が
、
続
い
て
出
場
チ

ー
ム
選
手
が
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
入
口
に
集

合
し
慌
た
だ
し
い
一
日
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

参
加
選
手
は
受
付
後
、
各
社
を
代
表
す

る
素
敵
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
着
替
え
10
階
の

開
会
式
会
場
に
集
合
し
、
審
査
委
員
、
協

会
関
係
者
、
選
手
、
応
援
者
等
約
１
５
０

人
が
着
席
す
る
会
場
で
9
時
に
開
会
式
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
大
会
実
行
委
員
長
の
落
合　

順
支

部
長
（
協
会
副
会
長
）
が
関
東
信
越
支
部

で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
へ
の
歓
迎
と
大

会
の
成
功
へ
の
思
い
を
込
め
た
挨
拶
の

後
、
新
会
長
と
な
り
初
め
て
の
開
催
挨
拶

を
山
本
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
会
長

か
ら
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
坂
本　

克
雄

学
校
法
人
華
学
園
理
事
長
か
ら
上
野
界
隈

の
名
所
旧
跡
や
郷
土
食
の
紹
介
を
含
め
た

ご
挨
拶
と
、
選
手
達
に
対
し
、
日
頃
の
実

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
よ
う
熱
い
激
励

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
1
号
館
、
5
号
館
の
い

ず
れ
も
5
階
と
い
う
平
面
使
用
で
計
画
さ

れ
治
療
食
が
５
０
１
号
室
、
一
般
食
が

５
０
７
号
室
、
行
事
食
が
５
０
８
号
室
と

3
調
理
室
で
10
時
一
斉
に
無
事
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
も
調
理
選
手
の
動
き
を
優
先
し
て

い
る
関
係
か
ら
、
各
教
室
ご
と
の
調
理
状

況
を
廊
下
か
ら
見
学
で
き
な
い
た
め
、
見

学
者
・
応
援
者
の
た
め
に
控
え
室
と
な
っ

た
10
階
と
7
階
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
に
設
置
し

た
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
で
、
自
社
の
調
理
状
況

を
熱
心
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
一
般
職
と
行
事
食
は
、
治
療
食
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部
門
よ
り
30
分
早
く
終
了
、
そ
の
後
12
時

半
過
ぎ
に
は
全
て
の
作
品
が
6
階
の
展
示

室
・
プ
レ
ゼ
ン
室
に
揃
い
ま
し
た
。
各
チ

ー
ム
が
こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
食
事

が
部
屋
一
面
を
彩
り
、
治
療
食
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
も
食
べ
る
人
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
の

数
々
を
前
に
、
審
査
員
た
ち
も
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
審
査
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
選
手
た
ち
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ど
の
チ
ー

ム
も
、緊
張
を
隠
せ
な
い
表
情
な
が
ら
堂
々

と
発
表
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

10
階
と
7
階
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
に
設
置
し
た

控
え
室
で
は
、
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出

さ
れ
る
各
社
代
表
選
手
の
説
明
を
固
唾
を

飲
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
、
懇
親
会
、
閉
会
式
は
会
場
を

竹
橋
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
へ
と
移
動
し
、

全
員
バ
ス
移
動
し
て
開
式
を
待
ち
ま
し
た
。

　

集
計
も
終
わ
り
表
彰
式
の
準
備
も
整
っ

た
会
場
（
瑞
宝
の
間
）
に
は
今
が
遅
し
と

待
ち
わ
び
た
選
手
、
関
係
者
約
３
０
０
人

が
集
ま
り
、
落
合
実
行
委
員
長
の
開
会
挨

拶
で
始
ま
り
、
中
村
康
彦
審
査
委
員
長
の

審
査
総
評
、
厚
生
労
働
省
川
畑　

測
久
室

長
の
来
賓
ご
挨
拶
の
後
、
奈
良
岡　

和
夫

医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
常
務
理
事
の

乾
杯
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
競

技
終
了
で
各
社
の
選
手
の
方
々
も
気
持
ち

が
ほ
ぐ
れ
た
表
彰
式
と
な
り
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
今
年
か
ら
表

彰
の
順
番
を
変
更
し
、
日
本
病
院
会
会
長

賞
が
始
め
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

治
療
食
部
門
の
「
東
住
吉
マ
ル
タ
マ
フ

ー
ズ
」
の
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
大
き

な
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
出
場
選

手
4
名
が
壇
上
へ
と
上
が
り
、
中
村
康
彦

審
査
委
員
長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
、

そ
の
場
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
一
般
職
部
門
、
行
事
食
部
門
と

受
賞
各
社
が
次
々
に
読
み
上
げ
ら
れ
、
日

本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
会
長
賞
と
し
て

行
事
食
部
門
の
シ
ダ
ッ
ク
ス
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
が
受
賞
し
た
と
こ
ろ
で
途

中
休
憩
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
演
間
近
、
治
療
食
部
門
の
10
チ
ー
ム

か
ら
1
チ
ー
ム
だ
け
が
選
ば
れ
る
厚
生
労

働
大
臣
賞
の
発
表
に
あ
た
っ
て
、
深
浦
審

査
部
会
長
か
ら
司
会
者
に
手
渡
さ
れ
た
封

書
が
開
封
さ
れ
ま
す
。
司
会
者
の
間
を
お

い
た
進
行
に
一
瞬
、
場
が
静
ま
り
か
え
っ

た
の
ち
、「
厚
生
労
働
大
臣
賞
は
、
株
式

会
社
ニ
ッ
コ
ク
ト
ラ
ス
ト
」
と
読
み
上
げ

ら
れ
る
と
「
ワ
ー
ー
ー
」
と
こ
の
日
一
番

の
大
き
な
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

名
前
を
呼
ば
れ
た
株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ク

ト
ラ
ス
ト
の
選
手
た
ち
は
全
員
が
満
面
笑
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顔
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
す
が
、
厚
生

労
働
省
医
政
局
地
域
医
療
計
画
課
の
川
畑

医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
室
室
長
か
ら
賞
状
と

優
勝
盾
を
受
け
取
り
、
受
賞
の
感
想
を
求

め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
感
極
ま
っ
て
こ
ら
え

き
れ
な
い
涙
を
落
と
す
様
子
も
伺
え
ま
し

た
。

　

喜
び
を
抑
え
き
れ
な
い
の
は
選
手
た
ち

だ
け
で
は
な
く
、
当
日
出
席
し
て
い
た
全

社
員
が
壇
上
に
上
が
り
選
手
た
ち
と
感
動

を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
賞
、

日
本
医
師
会
会
長
賞
の
賞
状
、
盾
を
各
社

の
選
手
全
員
で
受
け
取
り
、
そ
の
都
度
、

会
場
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
全
体
は
、
大
き
な
一
つ
の
仕
事
を

成
し
遂
げ
た
充
実
感
に
溢
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
各
チ
ー
ム
が
競
い
合
っ
て
よ
り
良

い
食
事
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
大
変
意
義

が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
チ
ー
ム

に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
、
個
々

人
に
と
っ
て
は
技
術
・
知
識
を
常
に
啓
発

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ン
テ

ス
ト
は
そ
の
集
大
成
の
場
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
し
、
ま
た
次
回
開
催
へ
の

想
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
賞
の
受
賞
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

受　賞　名 治療食部門 一般食部門 行事食部門
厚生労働大臣賞 ㈱ニッコクトラスト ─ ─
厚生労働省医政局長賞 ㈱LEOC 富士産業㈱ ㈱ニチダン
日本医師会会長賞 日本ゼネラルフード㈱ フジ産業㈱ ㈱日総
日本病院会会長賞 東住吉マルタマフーズ㈱ ─ ─
全日本病院協会会長賞 ㈱南テスティパル ㈱メフォス ㈱ベネミール
日本医療法人協会会長賞 メーキュー㈱ ─ ─
医療関連サービス振興会理事長賞 日清医療食品㈱ ㈱トモ ㈱津山商店
日本病院調理師協会会長賞 ハーベスト㈱ ─ ─

日本メディカル給食協会会長賞
㈱馬渕商事

㈱グリーンハウス シダックスフードサービス㈱
㈱エム・エム・ピー

部 門 別 及 び 受 賞 チ ー ム 名
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受賞を受けて
　第13回治療食等献立・調理技術コンテストにおいて参加された各企業のうち、「厚生労働大臣賞」「厚生労
働省医政局長賞」「日本医師会会長賞」を受賞された企業より、受賞の感想やコンテストに向けて取り組んで
きたことなど、コメントをいただきました。

　厚生労働大臣賞　
治療食部門

㈱ニッコクトラスト
　第13回治療食等献立・調理技術コンテストに出場させて頂きありがとうございました。テーマに沿って献立を作成する際
には、見た目の華やかさなども考慮しながら試行錯誤で行いました。一次審査を通過し、選手に選ばれてからの日々は長いよ
うであっという間でした。
　普段は違う環境で働く４人で一つの作品を作り上げることはとても難しいことでしたが、貴重な経験となりました。献立作
成時の思いを限られた条件やルールの中で形にしていくために、何度も練習を重ね、時には焦りも感じながらチームワークを
築くのにも時間が必要でした。
　始めは各自が自分の作業をこなすのに精一杯でしたが、徐々に周りの作業を見ることができるようになり、声を掛け合って
進めることがより効率的であると学びました。作品の見た目と時間内で終了することだけでなく、いかにきめ細やかで丁寧な
作業をするか、衛生的で安全な食事を作ることも、重要な課題として練習に取り組みました。限られた調理スペースでの作業
でも、作業導線をしっかりと作ることは、日常業務の人手不足にも対応して安全な食事の提供をしていく上でとても大切なこ
とだと改めて感じました。
　当日まで悔いの残らないものにしたい、ご指導頂いた先輩たちの励ましにこたえたい、という４人の思いを一つにして取り
組むことができました。
　ほどよい緊張感の中で、慌てることなく楽しく調理ができ時間内に終了したことと、作品が練習以上の出来栄えに完成した
ことにホッとした思いとやりきった思いがあふれてきました。
　多くの先輩方に温かいご指導を頂き、最高の結果につながったことに感謝する思いを忘れずに、この経験を今後の業務に生
かしてさらに精進していきたいと思います。
　最後になりましたが、コンテスト運営実行委員会・スタッフの皆様に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

左から順に、廣瀬　成美氏、
土屋　光氏、熊谷　美織氏、
八重森　学氏
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　厚生労働省医政局長賞　

治療食部門

㈱LEOC
鈴木：症例を見て、食べたいと思い長く続けられるもの…と考え献立を作成しました。
私たちは全員20代の若いチームでしたが、どこよりも団結し一つの目標に向かって
一つのものを作り上げられました。この経験は一生の財産になると思います。
柴田：試作を繰り返し、全員で考え最終的には自信を持って本番を迎えられました。
このコンテストを通じて、日々の業務を見直し、最後のひと手間まで惜しまずより
良いお食事を提供したいと思いました。
宇野：コンテストに参加できたこと、厚生労働省医政局長賞を頂けたこと、とても
嬉しく思います。今回の結果は、今後の自信に繋がるとともに、普段の業務でも身
が締まります。
坂野：表彰式直後、このコンテスト出場で得られたものが自分が思っていた以上に
大きいと思いました。個人的な技術力ではなく、メンバー全員で一つのものを目指
すこのチーム力が今回の結果に繋がったと強く感じます。

一般食部門

富士産業㈱
　今回、コンテストに出場して本当に良かったと思っています。
　一次審査の献立を作成している時点では、まさか一次審査を通過できると夢に
も思っていませんでした。結果を聞いた時はすごく驚きました。しかし、通過し
たなら一番良い賞を取りにいくつもりで頑張ろうとチームになった４人でその目
標に向かって練習をし始めました。
　事業部の方々も非常に協力して下さり、練習場に何度も足を運んで下さいまし
た。ただ、メンバーが県をまたいで離れているため、すぐに会って練習すること
も難しく、シフト調整、また人材不足の中の勤務、コンテストで全力を出せるよ
う仕事の合間を縫っての個人練習、どうすれば良いものができるか試行錯誤の日々
でした。その切磋琢磨の中、盛付に行き詰まったり言葉をうまく選べなかったり、
正直なところ、途中で何度も心が折れそうになりプレッシャーからか体調管理が
上手くできず、せっかくの練習の時間を棒に振ってしまい迷惑をかけたことも、
プレゼンの言葉を上手くまとめられず言葉を無くしてしまったこともありました。
しかし、その度にメンバーや事業部の方々が忍耐強く待って下さり、知恵を下さり、
励まして下さり、またその優しさに触れ、共に歩んで下さりました。そうしてチームが一つになっていったように思います。何
度も何度も練習をし、改良を重ね本番に挑みました。一人ひとりやるべきことはやってきた。後は全力を尽くすだけだと、また、
このチームでできるのはこれが最後だからこそ最高のものを作りたいと思えるまでやってこれました。
　今回のコンテストで賞を得るための日々でしたが、結果、もっとたくさんのものを得たと思っています。このような機会を与
えて下さった会社と温かく見守り支えて下さったすべての方々に感謝の思いで胸がいっぱいです。本当にありがとうございます。

行事食部門

㈱ニチダン
　10カ月前、メニュー考案から始まり、普段は各店舗で店長や栄養士として働いて
いる４人が集まり、コンテストに向けて準備を開始しました。
　「献立作成」、「コンセプトやアピールポイント」、「献立名」、「使用食器」を３テーマ
分考えました。その中から行事食部門に出場が決定し、実技練習を始めました。限ら
れた時間とスペースの中で最初は、バラバラでチームとして連携がとれておらず、仕
上げることに苦労しました。しかし、練習を積み重ねていく中で、個々のスピード・
技量が明らかに向上していくのを感じ、また、問題点が見つかるたびにメンバー同士
の意見交換や声を掛け合い、一つひとつ修正することでチームワークが深まりました。
時間の短縮、料理のクオリティーが上がっていくとともにチームのモチベーションも
上がり、本番間近には他社に負けないものに仕上がっていると確信できました。
　本番は、いつもと勝手が違い戸惑いや緊張がありましたが「落ち着いて」というチー
ムメンバーからの声掛けでとても落ち着くことができ、チームプレーの良さを実感しま
した。そしてその結果、良い成績を頂くことができ、とても満足しております。大変な
こともありましたが、それ以上に達成感や良い経験ができて良かった！　という思いです。このような機会を頂けたことに感謝します。
　この貴重な経験を各店舗に持ち帰り、現場の仲間に伝え、具現化することでお客様に今よりさらに安全かつ安心、美味しくて感動し
て頂ける料理を提供しています。
　最後にコンテスト参加メンバーはもちろんですが、コンテストに携わっていただいた多くの方々にも感謝致します。本当にありがと
うございました。
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　日本医師会会長賞　

治療食部門
日本ゼネラルフード㈱

　この度、第13回治療食等献立・調理技術コンテストに参加させて頂き、誠に
ありがとうございました。大変貴重な経験をさせて頂き、とても感謝しています。
普段の業務の中ではなかなか交流できない人達と、厚生労働大臣賞を取るとい
う目標に向かって取り組み、チーム一丸となって無事にコンテストを終えるこ
とができました。
　会社の代表として、同コンテストの選手に選んで頂き、「脂質異常症」の食事
について、チームでどのようにしたら制限内で患者様においしい料理を食べて
頂けるか考えたことにより、自分達がなぜ調理師・栄養士として働きたかった
のかという初心を思い出しました。今回の経験を活かし、より食べる人のこと
を考えた食事の提供ができるよう、日々の業務に取り組んで参りたいと思いま
す。誠にありがとうございました。

一般食部門
フジ産業㈱

　第13回治療食等献立・調理技術コンテストに参加し、日本医師会会長賞を
受賞することができました。誠にありがとうございました。
　献立作成から試行錯誤の連続。何度も行った練習の集大成としてコンテス
ト当日に臨み、会場の雰囲気に圧倒される緊張の中、無事に時間内に調理完
了しプレゼンをやり遂げ、頂いたこの賞を参加者一同、嬉しさと、更なる高
みを目指していた者からは悔し涙もありました。皆このような機会を与えて
もらったことに感謝し、テーマにもある効率化をより意識し、この経験を現
場作業へ活かせるようにしていきたいと思います。
　運営・実行までに携わった関係各位に厚く御礼申し上げます。

行事食部門
㈱日総

　この度、大変貴重な経験をさせて頂いたことに感謝を申し上げます。
　また、「日本医師会会長賞」という大変名誉な賞を受賞できたことを心から嬉
しく思います。私達は所属事業所が違う栄養士・調理師でありながら、献立のコ
ンセプトを理解し、同じ完成形を思い描くまでに要する時間がとても短く、メン
バーの相性やバランスの良さを序盤から感じていました。サポートの方々からの
助言・支援も大きな力となり、最高のチームで競技に挑めたことに感謝の言葉し
かありません。制限時間内に終了できなかったことなど、良い点・悪い点全てを
含めさまざまな経験をさせて頂き、コンテストが終了した今も会場で感じた熱気
と興奮は冷めず、ルーティン化しがちな日々の業務にも良い影響を与えています。
給食における献立作成・調理の基本は何か、楽しく食事を召し上がって頂くため
の工夫を凝らしているか、もう一度初心に返る契機となりました。
　最後に、大きな飛躍のチャンスを与えて下さった関係者の皆様、ここまで全力
で私達を支えて下さったたくさんの方々に心からお礼を申し上げます。ありがと
うございました。
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協会だより

退任挨拶　公益社団法人日本メディカル給食協会（元）事務局長　田村　修一

　このたび、平成30年６月30日をもちまして公益

社団法人日本メディカル給食協会を退職いたしまし

た。平成23年５月から７年２ケ月間に渡り、第６

代西脇会長、第７代吉田会長をはじめ役員、会員各

社並びに支部事務局の皆様方にご指導、ご支援を賜

り大過なく協会事業等を遂行することができ、かつ、

公私にわたり大変お世話になりましたことを心から

深く感謝申し上げます。

　当協会は平成24年４月に諸先輩の方々のご尽力

により公益社団法人へ移行し、今年で７年目を迎え

ることになりました。当協会の公益事業は、①食の

提供に対する調査研究・技術開発・普及開発のため

の広報活動に関する事業（コンテスト、フード・ケ

ータリングショー、海外視察調査事業等）、②人材

育成、安全安心な食の提供体制の確保に関する事業

（講習会、研修会、医療関連サービスマーク、代行

保証）、③障がい者雇用促進及び災害時における被

災者の支援事業（東日本大震災、熊本地震等に対す

る義援金）の３本柱となっております。

　これらに事業につきましては、各支部長並びに副

支部長のもと、会員各社・賛助会員の皆様方の積極

的なご理解とご協力により、各事業計画を達成する

ことができました。

　また、講習会や研修会等につきましても、各支部

事務局の方々に受付業務を支援していただいたこと

によって連絡調整をスムーズに行うことができ、支

部間の交流が深まったと感じております。このよう

な一つ一つの積み重ねが協会運営に非常に重要なこ

とであり、重ねてお礼申し上げます。

　平成24・27年の９月には海外視察調査に参加し、

会員各社の幹部の方々と共に約10日間、海外にお

ける病院等給食の現場視察という貴重な体験をさせ

ていただきました。日本において病院の厨房の設備

投資は費用対効果の観点から後回しになりがちであ

り、特に食器洗浄の部門は高温多湿のイメージがあ

ります。しかし、今回視察調査した欧州の国々では、

国によって違いはあるものの、全自動食器洗浄機の

導入など働く従業員の労働環境の改善が重視されて

おり、大変感心いたしました。見学後には病院関係

者との積極的な意見交換も行われ、日々の業務に活

かすことができる内容が非常に多く得られたのでは

ないかと考えております。また、この調査で行動を

共にして多くの方と知り合うことができたことは、

これからメディカルで仕事を行っていく上で大きな

財産になったと参加された皆様が感じていることだ

と思います。

　本年８月には第13回治療食等献立・調理技術コ

ンテストが華学園で開催されました。私自身、第

10回から第12回まで計３回、協会事務局としての

経験がありますが、今大会も治療食・一般食・行事

食の全３部門、どの作品も甲乙つけがたい素晴らし

い作品ばかりでした。協会が積み重ねてきたこのコ

ンテストは美味しい食事の患者様への提供を目指す

ものですが、それが患者様の口コミによって医療機

関等の増収に繋がり、ひいては医療体制や設備の充

実といった食事以外の面での医療の充実をももたら

すことを期待しております。
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協会だより

新任挨拶　公益社団法人日本メディカル給食協会　事務局長　新井　秀一

　はじめまして、笑食快膳をご覧になられている日

本メディカル給食協会会員の皆さま、平成30年７

月１日から事務局長としてお世話になっております

新井秀一です。

　私の職歴は旧厚生省の地方医務局、旧国立病院・

国立療養所の数カ所において、特に終盤９年間は３

カ所の国立病院機構大規模病院の中で慢性期医療を

行う病院、急性期・高度急性期医療を行う病院、最

後は横浜医療センターにて勤務し、平成30年３月

定年退職するまで一筋に医療業務・病院運営に事務

職として関わってまいりました。

　ここで改めて振り返ってみると、今まで意外にも

給食との関わりがあったことに気づきました。はじ

めて採用された旧国立療養所では、栄養管理室に配

属され食材料の発注、納品検収等を行いました。そ

の後は、それぞれの病院での『栄養管理委員会』へ

出席することで、どうすれば診療報酬上の食事単価

と実行単価の差を経営面に反映させられるかや、調

理業務の業者委託を検討し実施しました。さらに、

病院経営するうえで給食における食材調達や厨房機

器費、人件費等経費削減の実践を図るとともに、安

全性を保つため厨房設備の管理や毎月必ず検食を行

うことで患者給食の質についても興味を持ち、栄養

管理室の調理師、管理栄養士と意見交換を行いまし

た。

　一方、協会業務では【患者給食受託責任者資格認

定講習会】や、【新規採用栄養士、調理師、食品衛

生総括責任者等の研修】を行っておりますが、かつ

て研修・講習会については病院（約50ヶ所）職員

に対する人事・労務・医療等に関わる各種会議や研

修会を開催してまいりました。この経験も役立たせ

ていきたいと思います。

　このように現在の業務と関係することを多少行っ

てまいりましたが、いざ業務に直面してみると特に

研修会や支部会議は、全国各地の会場を利用する行

動範囲の広さ、また奥深さに驚くばかりの毎日です。

　今まで公益社団法人との関わりはほとんどなかっ

た私なので、ご迷惑をお掛けすると思いますが、僅か

な経験も生かし日本メディカル給食協会事務局長と

して、協会が発展できますよう努力してまいりたい

と思いますので、皆さまよろしくお願いいたします。
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協会だより

西日本豪雨～被災県に義援金を持参～
　６月28日から７月８日にかけて広島県、岡山県、

愛媛県等西日本を中心に中部地方など広い範囲で記

録された台風７号及び梅雨前線等の影響による集中

豪雨で被災され、今日でも避難所生活が続いている

方々がいらっしゃる現状から、当協会としても、被

災された影響が大きい広島県、岡山県、愛媛県に対

し災害見舞金として８月29日㈭に山本会長が広島県

東京事務所、岡山県東京事務所、愛媛県東京事務所

を訪ね50万円ずつ寄託しました。これは当協会の大

きな事業の一つとしている「【３】災害時における被

災者の支援事業」として取り組んでいるもので、東

日本大震災、熊本地震に続く支援となりました。山

本会長と各県の事務所長との会話でも「想像を絶す

る雨量であり、一瞬にして２階建てが水没するほど

の勢いで町中を流れ、我が身を守るだけの状況でし

た。」、「現状からの生活を元へ戻すにも時間がかかり、

仮設住宅での生活が長期化となり、多くの皆さんか

らの温かい義援金を、被災された方々に有効に使用

して頂く。」などの話になりました。当協会会員会社

も各県で営業していることを踏まえ、今後も協力す

ること、前を向いて進むことを約束し被災地の皆さ

んにエールを送りました。

広島県　三田利江子　所長（左）

愛媛県　小坂泰起　所長（右）

岡山県　槙尾俊之　所長（右）
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　支 部 名　　北日本
平成30年6月18日㈪　　TKPガーデンシティ仙台
講 演 ①

『糖尿病に関する食事療法
～治療目的から糖尿病食を再考する～』

神奈川県立保健福祉大学　栄養学科
准教授　藤谷　朝実　先生

　 申 込 人 数 　　95名　　　 出 席 人 数 　　87名

　支 部 名　　関東信越
平成30年6月15日㈮　12：50～17：00　　国立オリンピック記念青少年総合センター国際交流棟国際会議室
講 演 ①

『糖尿病に対する食事療法
～治療目的から糖尿病食を再考する～』

神奈川県立保健福祉大学　栄養学科
准教授　藤谷　朝実　先生

講 演 ②

『医療と介護のクロスロード
～同時改定のポイントと食事栄養～』

国際医療福祉大学大学院
国際医療福祉総合研究所　教授　武藤　正樹　先生

　 申 込 人 数 　　153名　　　 出 席 人 数 　　155名

平成30年度 第1回

（公社）日本メディカル給食協会（栄養士委員会）
支部別研修会一覧
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　支 部 名　　近　畿
平成30年6月29日㈮　13：00～ 17：00　　大阪国際交流センター
講 義 ①

『糖尿病に対する食事療法～治療目的から糖尿病食を再考する～』
神奈川県立保健福祉大学　栄養科
准教授　　藤谷　朝実　先生

講 義 ②

『ほめ達流コミュニケーション　虎の巻
～ピンチをチャンスに転換する　心の栄養補給～』

一般社団法人　日本ほめる達人協会
竹内　朝子　先生

　 申 込 人 数 　　172名　　　 出 席 人 数 　　154名

　支 部 名　　東海北陸
平成30年6月11日㈪　13：00～ 17：00　　名古屋IMYビル　４階　大会議室
講 演 ①

『糖尿病に対する食事療法
～治療目的から糖尿病食を再考する～』

神奈川県立保健福祉大学　栄養科
准教授　藤谷　朝美　先生

講 演 ②

『相手に伝わるコミュニケーション術』
東京工芸大学芸術学部　基礎教育

教授　大島　武　先生

　 申 込 人 数 　　143名　　　 出 席 人 数 　　134名

　支 部 名　　西日本
平成30年6月8日(金)　13：20～ 16：50　　国際ホテル松山　3F
講 演 ①

『糖尿病に対する食事療法～治療目的から糖尿病食を考える～』
神奈川県立保健福祉大学　栄養学科

准教授　藤谷　朝実　先生

講 演 ②

『 病院厨房のトレンド 』

株式会社　フジマック
執行役員　営業本部　市場開発部　第二部　部長　山谷　幸一　先生

営業本部　市場開発部　第二部　主任　西川　早苗　先生

　 申 込 人 数 　　78名　　　 出 席 人 数 　　71名

支部別研修会一覧
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 ◆ 患者給食受託責任者資格認定講習会
　当協会の平成30年度講習会・研修会の計画に沿い、患者給食受託責
任者資格認定講習会が講習会のトップとして、６月13～ 14日の東京
会場（ベルサール汐留B1ホール）に791名が参加し開催されました。
その後、札幌会場、大阪会場と移動しながら、最後となる25～ 26日
の福岡会場（福岡国際会議場メインホール）に237名が参加し、各会場
二日間の講習会が無事終了しました。初日の講義は午後からの開始であ
ったため、早朝の仕事を終えてからの参加者も多く、睡魔とも戦い90
分間の講師の早口に負けじと、必死に分厚いテキストにマーカーする受
講生の姿でした。二日間、計４人の講師からの説明と、その後は自己研
修から演習問題への解答と移り、２ヶ月間での義務期間の答案用紙の提
出に向け、受講生たちは真剣なまなざしで話を聞いていました。
　全会場ごとの参加人数は次のとおりです。

札幌会場（北海道自治労会館）	 128名
東京会場（ベルサール汐留B1ホール）	 791名
大阪会場（大阪国際交流センター）	 515名
福岡会場（福岡国際会議場）	 237名

 ◆ 新規採用栄養士研修会
　新規採用栄養士研修会は、協会の栄養士委員会の協力を得て各支部の
幹事長の方々に講師となっていただきました。また、賛助会員でもある
㈱サラヤにもご協力を得て全会場に講師を派遣していただきました。各
社に採用となって三ヶ月が経過し、周囲を見渡せる余裕が出てきている
この時期に、「衛生管理」、「受託会社の管理栄養士、栄養士のスキル」の
テーマで半日間の講義を真剣にメモをとる姿はフレッシュさでいっぱい
でした。
　また、新卒者でもある受講生は、お互いに異なる会社に就職後の顔合
わせのためか、旧交を温めている姿に感動をも感じられました。
　全会場ごとの参加人数は次のとおりです。

　札幌会場（北海道自治労会館）	 47名
　東京会場（国立オリンピック記念青少年総合センター）	 191名
　名古屋会場（名古屋IMYビル）	 156名
大阪会場（大阪国際交流センター）	 181名
福岡会場（福岡国際会議場）	 73名

研　修　報　告
平成30年度 研修会等実績状況

笑食快膳   14



Ｑ
1
　
こ
の
事
業
所
で
は
い
つ
か
ら
受
託

責
任
者
を
務
め
て
い
ま
す
か
？

平
成
30
年
2
月
か
ら
で
す
。

Ｑ
2
　
事
業
所
の
従
業
員
数
は
何
名
で
す

か
？

栄
養
士
2
名
、
調
理
師
2
名
、
調
理
補
助

5
名
の
計
9
名
で
す
。

Ｑ
3
　
職
場
で
の
業
務
内
容
や
、
ど
の
よ

う
に
人
員
等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

食
札
の
作
成
、
納
品
、
配
膳
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
の
日
常
業
務
の
ほ
か
、
献
立
作
成
や
厨

房
業
務
の
補
助
、
従
業
員
へ
の
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
4
　
仕
事
を
し
て
い
て
、
大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か
？

世
代
、
価
値
観
の
違
う
従
業
員
に
わ
か
り

や
す
く
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
説

明
を
し
、
日
々
の
業
務
を
安
全
で
円
滑
に

行
う
こ
と
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
気

付
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
声
に
出
し

て
確
認
し
合
い
、
尋
ね
て
も
ら
え
る
雰
囲

気
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
5
　
受
託
責
任
者
の
仕
事
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か
？

従
業
員
が
仕
事
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
指
示
、
体
制
を
作
り
、
そ
の

上
で
病
院
、
患
者
様
の
要
望
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

Ｑ
6
　
仕
事
を
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な

心
構
え
を
お
持
ち
で
す
か
？

安
全
で
安
心
で
き
る
食
事
を
提
供
す
る
に

は
、
時
に
は
厳
し
く
言
わ
な
い
と
い
け
な

い
時
も
あ
る
の
で
、
嫌
わ
れ
て
も
い
い
！

と
い
う
心
構
え
を
持
っ
て
お
く
と
仕
事
が

や
り
や
す
く
な
る
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
7
　
委
託
先
の
責
任
者
、
ま
た
は
担
当

者
と
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
ま
す
か
？

委
託
先
の
管
理
栄
養
士
様
と
同
室
で
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
疑
問

点
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
伺
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
些
細
な
事
で
も
報
告
し
、
こ
ち
ら

か
ら
の
意
見
や
献
立
の
相
談
に
も
乗
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
8
　
社
内
、
病
院
と
の
連
絡
体
制
は
で

き
て
い
ま
す
か
？

本
社
、
事
業
部
員
と
小
ま
め
に
連
絡
を
と

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

社
内
で
は
栄
養
士
部
会
と
栄
養
士
会
議
が

あ
り
、
他
事
業
所
と
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

病
院
側
と
は
月
に
1
度
給
食
会
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
9
　
現
場
で
気
を
遣
う
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
？

患
者
様
に
安
全
で
正
し
い
献
立
が
提
供
さ

れ
、
喫
食
し
満
足
し
て
い
た
だ
く
に
は
、

禁
止
食
や
誤
配
膳
、異
物
混
入
が
な
い
か
、

食
欲
が
湧
く
よ
う
な
盛
り
付
け
、
彩
り
に

な
っ
て
い
る
か
な
ど
気
を
使
う
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

Ｑ
10
　
受
託
責
任
者
に
は
相
当
の
経
験
、

知
識
が
必
要
で
す
が
、
特
に
ど
ん
な
知
識

が
必
要
で
す
か
？

食
中
毒
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
大
量
調
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の
衛
生

面
、
個
々
の
患
者
様
に
適
し
た
食
事
を
提

供
す
る
た
め
に
、
病
気
、
治
療
食
、
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
の
栄
養
面
の
知
識
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
11
　
自
分
が
責
任
者
に
な
っ
て
変
わ
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

自
分
の
作
業
だ
け
で
は
な
く
全
体
の
動
き

を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
ミ
ス
は
自
分
に
繋
が
っ
て
い
る
と

考
え
、
伝
え
方
や
メ
モ
の
仕
方
、
声
掛
け

な
ど
、
相
手
の
気
持
ち
に
立
っ
て
物
事
を

考
え
、行
動
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
12
　
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
同
じ
受
託
責
任

者
の
方
々
へ
の
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま

す
。

私
は
ま
だ
経
験
が
浅
く
、
日
々
学
ぶ
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
助
け
て
も
ら
う
こ
と

も
多
い
で
す
。

関
わ
る
全
て
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

お
互
い
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
し
て
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
食
事
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

受
託

責
任
者
を

訪
ね
て
。

no.18

▪
株
式
会
社
南
テ
ス
テ
ィ
パ
ル

医
療
法
人
共
栄
会 

名
手
病
院

岩い
わ

坪つ
ぼ

佑ゆ

美み

さ
ん
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１
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
現
状

　
「
早
い
、
冷
た
い
、
不
味
い
」
と
言
わ
れ

た
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給
食
が
改
善

さ
れ
て
久
し
い
。
給
食
の
外
部
委
託
化
が

進
み
、
特
別
管
理
加
算
な
ど
も
相
ま
っ
て
、

「
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、
冷
た
い
も
の
は

冷
た
く
、
早
す
ぎ
な
い
時
間
帯
に
」
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
医
療
や
介
護
の

現
場
に
お
け
る
「
食
」
へ
の
配
慮
は
、
入

院
患
者
や
入
所
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

時
代
の
要
請
か
ら
、
市
場
拡
大
を
続
け

て
き
た
病
院
給
食
と
高
齢
者
施
設
給
食
で

あ
る
が
、
前
者
は
病
院
数
と
病
床
数
の
減

少
で
微
減
傾
向
が
続
き
、
後
者
は
施
設
の

新
設
や
改
装
で
拡
大
が
続
い
て
い
る
。

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
は
、
病
院
数
や
病
床
数
が
減
少

し
、
病
床
稼
働
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
病
院
側
の
固
定
費
削
減
の
思
惑
や
、
入

院
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
へ
の
取
組
も
あ
り
、

外
部
委
託
率
は
依
然
上
昇
し
て
い
る
。

　

受
託
事
業
者
に
と
っ
て
は
委
託
率
の
上

昇
は
期
待
を
抱
か
せ
る
も
の
が
あ
る
が
、

１
病
院
あ
た
り
の
病
床
数
あ
る
い
は
病
床

稼
動
率
の
減
少
は
運
営
効
率
を
低
下
さ
せ

て
お
り
、
病
院
給
食
は
伸
び
る
と
の
考
え

の
も
と
低
価
格
や
赤
字
受
託
を
受
け
入
れ

て
き
た
が
、
現
在
は
収
益
を
圧
迫
す
る
状

況
と
な
り
、
不
採
算
や
赤
字
受
託
を
解
約

し
、
受
託
単
価
を
見
直
す
動
き
も
あ
り
、

病
院
側
で
も
直
営
に
切
り
替
え
る
施
設
も

出
て
き
て
い
る
。

　

矢
野
経
済
研
究
所
の
推
定
で
は
、
直
営

（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た
２
０
１
７
年

度
の
病
院
給
食
市
場
は
、前
年
比
99
・
3
％

の
１
兆
１
６
９
３
億
円
と
な
っ
た
。
こ
こ

数
年
は
病
床
数
の
減
少
か
ら
微
減
傾
向
が

続
い
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
病
院
給
食
の
委
託
市
場
は

こ
こ
数
年
微
増
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
７

年
度
は
45
・
0
％
（
有
床
診
療
所
含
む
）

の
委
託
率
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、

委
託
の
背
景
に
は
病
院
経
営
の
効
率
化
と

患
者
給
食
の
質
的
向
上
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

あ
る
。
な
お
、
直
営
か
ら
の
切
り
替
え
、

委
託
業
者
変
更
の
た
め
の
コ
ン
ペ
も
増
え

て
い
る
が
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お

け
る
栄
養
士
や
調
理
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
を

背
景
に
、
コ
ン
ペ
へ
の
参
加
見
送
り
や
、

赤
字
事
業
所
か
ら
の
撤
退
も
目
立
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
委
託
率
の
伸
び
は
鈍
化

し
て
い
る
。

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
市
場
の
展
望

株
式
会
社
　
矢
野
経
済
研
究
所

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
　
ユ
ニ
ッ
ト
長
　
加
藤
　
肇

理
事
研
究
員

〈病院給食の市場規模推移（2013 ～ 2017年度）〉

病院給食推移

Page 1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

金額 前年（億円） 度比

12,122 11,936 11,862 11,775 11,693 

99.0% 98.5% 99.4% 99.3% 99.3%

（出所：矢野経済研究所推定）
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〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
給
食
の
市
場
規
模
は
、
以

前
の
年
率
10
％
程
度
の
伸
び
と
比
べ
や
や

鈍
化
し
て
い
る
。
高
齢
者
施
設
給
食
は
、

特
養
、
老
健
の
新
設
が
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
比
較
的
単
価
の
と
れ
る
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
受
託
が
活
発
で
あ
る
。

　

矢
野
経
済
研
究
所
の
推
定
で
は
、
直
営

（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た
２
０
１
７

年
度
の
高
齢
者
施
設
給
食
は
、
前
年
比

１
０
３
・6
％
、９
３
７
４
億
円
と
な
っ
た
。

市
場
規
模
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

施
設
数
の
増
加
に
比
例
し
て
堅
調
な
伸
び

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
高
齢
者
施
設
給
食
の
委
託

市
場
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
７
年

度
は
66
・
6
％
の
委
託
率
と
な
っ
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
委
託
の
背
景
に
は
高
齢
者

施
設
経
営
の
効
率
化
と
入
所
者
給
食
の
質

的
向
上
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
し
か
し

病
院
給
食
と
同
様
、
栄
養
士
や
調
理
ス
タ

ッ
フ
の
不
足
を
背
景
に
、
都
市
部
や
地
方

を
問
わ
ず
、
コ
ン
ペ
へ
の
参
加
見
送
り
や
、

赤
字
事
業
所
か
ら
の
撤
退
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

２
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
に
お
け
る
人
材
の
重
要
性

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
に
お
け
る
外
部
委
託
の
本
来

あ
る
べ
き
姿
は
、
専
門
領
域
の
分
担
に
よ

る
質
、
量
（
栄
養
摂
取
量
、
適
正
カ
ロ
リ

ー
な
ど
）
共
に
充
実
し
た
食
事
の
提
供
に

よ
り
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
、
以
っ
て

早
期
治
癒
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

病
院
経
営
合
理
化
を
目
的
と
し
た
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
集
中
と
選
択
の
思
想
に

則
り
、「
餅
は
餅
屋
に
」、
患
者
給
食
を
専

門
家
で
あ
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
任

せ
、
病
院
側
は
本
来
の
医
業
の
充
実
に
努

め
る
考
え
が
浸
透
し
て
い
る
。

　

病
院
給
食
の
委
託
率
が
２
０
１
７
年
度

に
45
・
0
％
と
な
る
中
、
受
託
競
争
の
激

化
で
受
注
単
価
が
低
下
す
る
時
期
も
あ
っ

た
が
、
こ
こ
数
年
は
、
一
時
程
の
安
値
受

注
は
影
を
ひ
そ
め
、
合
理
的
価
格
へ
と
収

斂
し
て
き
て
い
る
。

　

病
院
給
食
と
い
え
ど
も
、
競
争
原
理
の

埒
外
に
は
な
い
が
、
価
格
偏
重
か
ら
、
給

食
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
委
受

託
の
基
準
に
す
る
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
。

た
だ
、
士
気
の
高
い
管
理
栄
養
士
や
パ
ー

ト
の
採
用
環
境
悪
化
に
よ
る
人
件
費
増
加

は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

病
院
側
管
理
栄
養
士
は
と
も
か
く
、
給

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
管
理
栄
養
士
不
足

は
深
刻
で
あ
る
。
病
院
で
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
受
託
条
件
に
管
理

栄
養
士
の
配
置
を
必
須
と
す
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
管
理
栄
養
士
の
配
置
は
受
託
の
必

要
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
病
院
給
食
提
供

は
３
６
５
日
、
３
食
配
膳
の
為
、
病
院
給

食
従
事
者
は
変
則
勤
務
を
強
い
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
ち

主
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
管
理
栄
養
士
の
就
業
先
は
、
食

品
製
造
業
、外
食
業
、病
院
、高
齢
者
施
設
、

学
校
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
、

様
々
な
職
種
に
広
が
っ
て
お
り
、
給
食
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
を
希
望
す
る
管
理
栄
養
士

〈病院給食における委託市場（2017年度）〉

委託
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45.0%非委託

市場

55.0%

2017年度
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100％

委託

市場

66.6%

非委託

市場

33.4%
2017年度

9,374億円

100％

（出所：矢野経済研究所推定）

〈高齢者施設給食の市場規模推移（2013 ～ 2017年度）〉

高齢者施設給食推移

Page 1
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（出所：矢野経済研究所推定）

〈高齢者施設給食における委託市場（2017年度）〉
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100％

委託

市場

66.6%

非委託

市場

33.4%
2017年度

9,374億円
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（出所：矢野経済研究所推定）
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（
候
補
）
の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
。

　

制
度
変
更
に
よ
り
、
短
大
な
ど
２
年
間

の
教
育
課
程
を
終
え
た
栄
養
士
の
管
理
栄

養
士
受
験
資
格
が
２
年
の
実
務
経
験
か
ら

３
年
へ
と
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
実

務
の
技
術
は
向
上
し
て
も
、
受
験
内
容
に

対
す
る
習
熟
時
間
が
取
れ
な
い
の
が
現
状

で
、
勢
い
４
年
制
教
育
課
程
を
終
え
た
栄

養
士
を
管
理
栄
養
士
候
補
と
し
て
採
用
す

る
争
い
と
な
る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
同
様
で
、
特
に
朝

食
準
備
時
間
帯
の
早
朝
勤
務
に
人
が
集
ま

ら
な
い
。
最
低
賃
金
の
上
昇
に
象
徴
さ
れ

る
様
に
、
人
手
不
足
は
人
件
費
高
騰
に
直

結
し
、
病
院
給
食
の
現
場
に
影
を
落
と
し

て
い
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
給
食
で
は
、
２
０
０
５
年

ま
で
継
続
し
た
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
21
」

な
ど
の
介
護
福
祉
制
度
の
後
押
し
に
よ
り
、

高
齢
者
施
設
数
は
大
幅
に
増
加
し
、
様
々

な
業
界
か
ら
高
齢
者
施
設
の
経
営
に
参
加

す
る
事
業
者
が
現
れ
た
。
医
療
法
人
、
社

会
福
祉
法
人
の
設
立
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は

あ
る
も
の
の
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば

参
入
で
き
た
こ
と
か
ら
、
施
設
の
あ
り
よ

う
は
玉
石
混
交
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
齢

者
施
設
給
食
市
場
に
参
入
す
る
事
業
者
も

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
だ
け
で
は
な
く
外

食
業
や
介
護
福
祉
業
な
ど
も
あ
り
、
施
設

側
、
給
食
受
託
側
双
方
に
価
格
重
視
の
考

え
方
が
強
ま
っ
た
。

　

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
最
も
重
要
な
課

題
は
、
い
か
に
入
所
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め

る
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
食
の
提
供
が
必
要
で
、「
人
」
と
し
て
の

交
わ
り
方
が
重
要
と
な
る
。

　

病
院
給
食
以
上
に
喫
食
者
と
接
し
な
が

ら
食
を
提
供
す
る
立
場
に
あ
る
高
齢
者
施

設
給
食
の
従
事
者
は
高
齢
者
と
の
接
し
方
、

常
に
高
齢
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿
勢
な

ど
、
正
に
人
間
力
が
試
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
施
設
給
食
を
受
託
す
る
事
業
者

に
と
っ
て
は
、
他
の
給
食
事
業
に
比
べ
、

よ
り
高
度
な
従
業
員
の
教
育
体
系
を
整
え

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

高
齢
者
施
設
で
は
、
入
居
年
数
が
延
び

る
に
つ
れ
、
要
介
護
度
も
上
が
り
、
嚥
下
・

咀
嚼
困
難
度
も
上
が
る
。
喫
食
の
世
話
も

高
度
に
な
る
。
ま
た
、
認
知
症
の
度
合
い

も
進
む
こ
と
か
ら
、
調
理
の
手
間
や
、
喫

食
の
世
話
な
ど
、
作
業
効
率
が
悪
く
な
る
。

こ
れ
ら
へ
の
対
処
方
法
も
課
題
で
あ
る
。

　

病
院
給
食
と
同
様
、
高
齢
者
施
設
給
食

の
事
業
者
に
お
け
る
人
手
不
足
は
如
何
と

も
し
が
た
く
、
入
所
者
数
が
少
な
い
小
規

模
施
設
で
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。

３
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
見
通
し

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
市
場
は
微
減
推
移
し
て
お
り
、

今
後
も
同
じ
傾
向
が
続
く
も
の
と
見
ら
れ

る
。

　

超
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省

は
医
療
費
の
削
減
を
最
優
先
に
考
え
、
長

期
療
養
病
床
の
削
減
、
平
均
在
院
日
数
の

短
縮
な
ど
、
病
院
経
営
に
と
っ
て
は
厳
し

い
施
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
病

院
数
、
病
床
数
の
減
少
か
ら
、
病
院
給
食

市
場
の
縮
小
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
中

に
あ
っ
て
委
託
市
場
は
今
後
も
徐
々
に
拡

大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

病
院
経
営
の
効
率
化
と
給
食
の
質
的
向
上

は
、
一
見
背
反
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ

の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
不
変
の
命
題

で
、
こ
の
課
題
を
解
く
鍵
は
外
部
の
専
門
家

へ
の
委
託
、
つ
ま
り
有
能
な
給
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
給
食
を
委
託
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
側
で
も
何
が
何

で
も
病
院
給
食
を
受
託
し
よ
う
と
い
う
動

き
か
ら
、
比
較
的
採
算
性
の
良
い
案
件
を

受
託
し
よ
う
と
い
う
動
き
に
変
わ
っ
て
お

り
、
価
格
一
辺
倒
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
病
院
給
食
の
委
託
率
は
受
託
金

額
ベ
ー
ス
で
45
・
0
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

委
託
は
徐
々
に
進
ん
で
お
り
、
２
０
２
２

年
の
委
託
率
は
50
％
近
く
ま
で
高
ま
る
見

通
し
で
あ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
給
食
は
、
こ
こ
数
年
の
推

移
を
見
る
限
り
、
伸
び
率
が
鈍
化
し
た
と

は
い
え
、
今
後
４
～
５
年
は
年
率
３
％
前

後
の
ペ
ー
ス
で
増
加
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
中
で
は
、
比
較
的
外
部
委
託
率
の

低
い
特
養
が
、
そ
の
潜
在
市
場
の
大
き
さ

か
ら
期
待
で
き
、
新
設
が
予
測
さ
れ
る
有

料
老
人
ホ
ー
ム
も
期
待
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
施
設
給
食
の
外
部
委
託
率
は

66
・
6
％
と
推
定
さ
れ
る
が
、
今
後
も
新

規
施
設
の
設
立
当
初
か
ら
の
委
託
と
既
存

施
設
で
の
委
託
化
が
進
む
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
結
果
、
今
後
数
年
で
高
齢
者

施
設
給
食
の
外
部
委
託
率
は
70
・
0
％
に

近
づ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

人
手
不
足
と
人
件
費
高
騰
か
ら
、
中
小

規
模
の
高
齢
者
施
設
の
給
食
受
託
は
人
件

費
倒
れ
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
委
託
よ
り

も
、
専
用
食
品
事
業
者
か
ら
完
調
品
を
購

入
し
、
自
前
で
調
理
す
る
施
設
も
増
え
て

い
る
。
そ
う
し
た
専
用
食
品
事
業
者
は
１

年
３
６
５
日
３
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
商
品
展

開
し
、
か
つ
イ
ベ
ン
ト
食
に
も
対
応
し
て

い
る
。
施
設
側
で
は
、
３
６
５
日
３
食
調
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理
す
る
こ
と
は
負
担
で
あ
り
、
と
り
わ
け

朝
食
へ
の
人
員
配
置
に
は
各
施
設
と
も
苦

労
し
て
い
る
。
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に

と
っ
て
朝
食
要
員
の
確
保
と
調
理
時
の
省

力
化
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
景
気
回
復

と
と
も
に
人
手
不
足
と
賃
金
上
昇
が
顕
著

で
、
賃
金
の
み
な
ら
ず
、
処
遇
、
待
遇
ま

で
踏
み
込
ん
だ
労
務
政
策
を
打
ち
出
す
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
完
調
品
の
使
用
か
ら

真
空
調
理
の
導
入
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
省
力

化
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
家
族
を
含
む
利
用
者
に
、
施
設

は
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
選
ば
れ
る
時
代
と
な

り
、
質
の
高
い
楽
し
い
食
事
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
必
須
条
件
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

高
齢
者
施
設
で
の
食
費
が
個
人
負
担
と
な

っ
た
が
、
入
所
者
が
喫
食
し
な
く
な
る
訳
で

は
な
く
、
食
数
が
減
る
訳
で
も
な
い
。
要
は

個
人
負
担
に
耐
え
る
だ
け
の
充
実
し
た
食
事

提
供
が
な
さ
れ
れ
ば
、
今
後
と
も
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
拡
大
ト
レ
ン
ド
に
変
わ
り
は
な
い
。

４
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
規
模
予
測

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
に
つ
い
て
は
、
委
託
給
食
先

進
国
で
あ
る
米
国
を
見
る
と
、
外
部
委
託

率
は
50
％
超
が
限
界
数
値
で
あ
り
、
ま
た
、

国
内
に
お
い
て
も
国
公
立
病
院
、
大
学
病

院
な
ど
の
大
規
模
病
院
は
職
員
の
雇
用
保

障
の
問
題
が
あ
り
、
外
部
委
託
も
部
分
委

託
か
ら
始
め
て
お
り
、
委
託
化
の
進
展
は

漸
進
的
で
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
、
専
業
、
総
合
を
問
わ
ず
給

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
病
院
給
食
へ
の
営

業
注
力
は
低
下
し
て
お
り
、
一
時
期
の
伸

び
は
な
い
が
、
今
後
も
病
院
給
食
の
受
託

は
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
給
食
に
つ
い
て
は
、
介
護
保

険
制
度
の
変
更
な
ど
も
予
測
さ
れ
る
が
、
今

後
も
市
場
拡
大
が
予
測
さ
れ
、
２
０
２
２
年

の
高
齢
者
施
設
の
給
食
市
場
は

１
１
０
３
４
億
円
と
な
り
、
病
院
給
食
市
場

と
肩
を
並
べ
る
と
予
測
さ
れ
る
。

〈病院給食の市場規模予測（2018 ～ 2022年度）〉

病院給食予測

Page 1
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10,000

15,000

2018年度(予) 2019年度(予) 2020年度(予) 2021年度(予) 2022年度(予)

金額 前年度比

11,610 11,530 11,449 11,370 11,294 

99.3% 99.3% 99.3% 99.3% 99.3%

（億円）

（出所：矢野経済研究所推定）

〈高齢者施設給食の市場規模予測（2018 ～ 2022年度）〉

高齢者施設給食予測

Page 1
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（出所：矢野経済研究所推定）

 19  vol.164



　
「
今
、
ち
ょ
う
ど
全
国
の
高
校
生
が
集
ま
る
全
国
総
合

文
化
祭
（
総
文
祭
）
が
こ
こ
長
野
県
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
て
、
現
場
は
か
な
り
慌
た
だ
し
い
状
態
な
ん
で
す
。
生

徒
た
ち
が
大
会
期
間
中
に
食
べ
る
２
万
食
と
い
う
量
の
お

弁
当
を
つ
く
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
。」

　

株
式
会
社
デ
リ
ク
ッ
ク
ち
く
ま
代
表
取
締
役
社
長
の
北

澤
氏
は
、
窓
の
外
に
見
え
る
大
き
な
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ

ン
に
目
を
や
り
な
が
ら
、
そ
う
話
し
た
。

　
「
今
回
の
総
文
祭
の
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
合
わ

せ
た
お
弁
当
の
ご
注
文
は
よ
く
あ
る
ん
で
す
。
会
議
・
公

演
、
学
習
塾
の
合
宿
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
大
会
な
ど
も
多

い
で
す
ね
。

　

弊
社
は
、
全
体
で
８
つ
の
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
主
軸
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
売
上
全
体
の
半
分
強

を
占
め
て
い
る
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
事
業
で
す
。
メ
デ
ィ
カ

ル
以
外
に
も
、
幼
稚
園
や
学
校
の
給
食
、
社
員
食
堂
な
ど

を
受
託
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
る
と
全
体
の
８
割
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。
平
成
元
年
、
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協

会
へ
の
加
入
と
合
わ
せ
て
委
託
給
食
事
業
に
新
規
参
入

し
、
そ
れ
以
来
、
堅
調
に
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。」

転
換
期
に
あ
る
給
食
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　
「
弊
社
は
長
野
県
内
で
90
分
以
内
に
食
事
を
お
届
け
で

き
る
範
囲
で
し
か
受
注
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
決
め
て

い
ま
す
。
美
味
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
管
理
の
徹
底
の

た
め
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
食
品
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
認
証
取
得
に
よ
る
高
い
品
質
、
衛

生
管
理
が
弊
社
の
大
き
な
強
み
で
す
。

 

株式会社デリクックちくま
食事を、一番楽しみな時間に。

会員企業
紹介
no.017

セントラルキッチンで調理を集約
し、施設内厨房での作業を極力削減
することで人手不足を補う。
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給食事業給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業
セントラルキッチンセントラルキッチン

給食事業給食事業

外食・宿泊事業外食・宿泊事業
セントラルキッチンセントラルキッチン

患者向け給食のほか、レストランの運営も。ま
た、自社職員に向けた弁当の配送も行っており、
一括配送で効率化されている。

長野県立信州医療センター

本社はセントラルキッチンを兼ねており、米飯で１
時間当たり7,200食、弁当で4,000食の生産力を
備えている。
給食、弁当のほかパン工房、米飯の配送車など自社
で保有する機能は多岐にわたる。

本社第１工場

配送センター

本社第２工場
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今
で
こ
そ
、
県
内
最
大
級
の
生
産
力
と

設
備
を
備
え
た
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
を

保
有
し
、
県
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て

お
客
様
に
お
食
事
を
お
届
け
す
る
体
制
が

で
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
新
工
場
が
で

き
た
当
初
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
と
い
う

直
前
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
一

気
に
売
上
の
見
通
し
が
立
た
な
く
な
る
と

い
う
、
非
常
に
困
難
な
状
況
か
ら
の
立
ち

上
げ
だ
っ
た
の
で
す
。
も
し
我
々
が
、
そ

の
生
産
力
だ
け
に
頼
っ
た
計
画
を
立
て
て

い
た
な
ら
ば
、
今
の
よ
う
に
事
業
を
育
て

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

レ
ベ
ル
の
高
い
品
質
、
衛
生
管
理
を
追

求
す
る
こ
と
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
評
価
を
い
た
だ
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
安
心
し
て
弊
社

の
食
事
を
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

そ
の
維
持
と
改
善
は
常
に
継
続
し
て
い
ま

す
。」

　

一
方
、
そ
の
高
評
価
ゆ
え
に
需
要
の
増

加
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
歯
が
ゆ
さ
も
あ

る
の
だ
と
い
う
。

　
「
全
国
ど
こ
で
も
そ
う
だ
と
聞
き
ま
す

が
、
人
材
確
保
が
難
し
い
と
い
う
の
が
一

番
の
要
因
で
す
。
我
々
の
仕
事
は
３
６
５

日
、
無
休
で
食
事
を
提
供
し
続
け
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
社
会
的
な
責
務

を
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に

弊
社
の
よ
う
に
大
規
模
な
生
産
を
行
う
事

業
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き
な
く
な
っ

た
ら
、代
わ
り
は
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、

少
な
い
人
員
で
無
理
に
回
そ
う
と
す
る

と
、
残
業
の
増
加
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
に
よ
る
離
職
と
い
う
悪
循
環
が
生
ま

れ
、
最
悪
、
食
事
の
提
供
が
で
き
な
く
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
受
託
を
引
き
受
け
る

と
き
に
は
、
確
実
に
食
事
を
提
供
し
続
け

ら
れ
る
体
制
が
不
可
欠
な
の
で
す
。」

　

人
材
不
足
を
補
う
た
め
に
は
、
人
の
手

が
か
か
ら
な
い
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
だ

と
い
う
。

　
「
本
年
度
の
新
卒
採
用
も
大
変
厳
し
い

結
果
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
技
能
実
習
生
の

採
用
も
進
め
て
い
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
カ
ル

の
現
場
で
は
ま
だ
外
国
人
の
勤
務
が
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。
徐
々
に
規
制
は
変
わ
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
た
だ
待
っ

て
い
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
人
件
費
や
食
材
費
の
上
昇
ス
ピ

ー
ド
が
上
が
っ
て
い
る
点
も
大
き
な
課
題

で
す
。
委
託
契
約
の
期
間
内
で
そ
の
増
加

分
を
吸
収
し
切
れ
ず
、
自
ら
の
利
益
を
削

る
こ
と
で
な
ん
と
か
維
持
し
て
い
る
と
い

う
状
態
で
す
。

　

今
ま
さ
に
、
給
食
業
務
を
支
え
る
人
的

基
盤
が
揺
ら
い
で
お
り
、『
働
く
人
を
数

「食事を一番楽しみな時間としていただけるよ
う、しっかりと地に足をつけた事業運営を進め
ていきます。」と話す代表取締役社長の北澤さん。
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多
く
集
め
て
食
事
を
提
供
す
る
』
と
い
う

従
来
型
の
給
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
従
来
の
延
長
上
の
事
業

展
開
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
も
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
人
の
手
を
前
提
に
し

な
い
食
事
提
供
の
あ
り
方
で
す
。」

カ
ギ
は
ク
ッ
ク
チ
ル
な
ど
の

調
理
技
術
向
上

　
「
我
々
が
目
下
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

の
一
つ
は
、
省
力
化
で
す
。
事
務
系
の
話

で
言
え
ば
、
新
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
発
注
や
勤

怠
、
献
立
管
理
な
ど
の
事
務
作
業
を
網
羅

的
に
シ
ス
テ
ム
化
し
、
効
率
化
に
よ
っ
て

人
的
な
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
。
こ
れ
は

弊
社
に
と
っ
て
の
働
き
方
改
革
の
一
環
で

あ
る
と
も
言
え
ま
す
ね
。

　

現
場
に
関
し
て
は
、ロ
ス
の
削
減
で
す
。

従
来
か
ら
、
こ
の
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

を
軸
と
し
て
、
本
社
内
で
調
理
を
完
結
さ

せ
る
こ
と
を
目
標
に
省
力
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
調
理
済
み
食

品
の
使
用
で
あ
っ
た
り
、
そ
れ
ら
の
ア
セ

ン
ブ
リ
で
あ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
今
で

は
常
備
菜
な
ど
を
は
じ
め
数
多
く
の
食
材

を
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
調
理
し
、
各

施
設
へ
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
場
で
の
調
理
行
程
の
削
減

に
寄
与
で
き
る
ほ
か
、
全
て
の
食
材
を
一

度
に
届
け
ら
れ
る
の
で
、
検
収
に
か
か
る

時
間
の
ロ
ス
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
カ
ギ
を
握
る
の
が

ク
ッ
ク
チ
ル
と
ク
ッ
ク
フ
リ
ー
ズ
で
す
。

導
入
が
進
め
ば
、
従
業
員
の
負
担
や
シ
フ

ト
の
柔
軟
性
が
大
き
く
改
善
し
ま
す
。

　

ク
ッ
ク
チ
ル
に
つ
い
て
は
約
５
年
前
か

ら
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
以

前
、
交
通
の
便
が
悪
く
従
業
員
の
出
勤
も

難
し
い
施
設
で
ク
ッ
ク
チ
ル
を
導
入
し
た

結
果
、
想
像
以
上
に
高
い
評
価
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
我
々
に
と
っ
て
大
き
な

自
信
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ク
ッ
ク

チ
ル
に
よ
る
提
供
が
主
体
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
り
大
き
な
強
み

に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
５
０
０
床
ほ
ど
の
総
合
病
院
の

立
ち
上
げ
を
準
備
し
て
い
る
の
で
す
が
、

総
合
病
院
で
ク
ッ
ク
チ
ル
を
導
入
す
る
の

は
弊
社
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
こ

こ
で
さ
ら
に
良
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
総
動
員

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
お
客
様
が
ク
ッ
ク
チ
ル
を
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知
る
機
会
を
も
っ
と
ご
提
供
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
自
社
主
催
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ク
ッ
ク
チ
ル
の

考
え
方
、
仕
組
み
、
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
り
、
再
加
熱
カ
ー
ト
を
使

っ
て
実
際
に
試
食
を
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
毎
回
好
評
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
ク
ッ
ク
チ
ル
の
認
知
そ
の
も
の
が

底
上
げ
で
き
れ
ば
、
受
託
の
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
際
に
、
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
に

や
り
と
り
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。
少
し
ず

つ
、
ク
ッ
ク
チ
ル
に
対
す
る
抵
抗
感
や
不

安
感
を
取
り
払
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
そ
の
先
に
、
お
客
様
の
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
想
い
に
よ
っ
て
、
ク

ッ
ク
サ
ー
ブ
で
提
供
す
る
か
、
ク
ッ
ク
チ

ル
を
活
用
す
る
か
、
そ
の
選
択
肢
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
お
客
様
に
我
々
の
状
況

を
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
よ
り
良

い
食
事
の
提
供
を
実
現
す
る
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。」

精
鋭
を
育
て
る
社
内
環
境

　

人
材
難
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

従
業
員
へ
の
教
育
に
対
す
る
意
識
は
非
常

に
高
い
。

　
「
新
規
採
用
が
難
し
い
分
、
一
人
ひ
と

り
の
従
業
員
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
弊

社
で
は
本
年
度
、
既
卒
者
で
管
理
栄
養
士

の
資
格
を
取
っ
た
者
が
４
名
、
フ
ー
ド
ア

ナ
リ
ス
ト
１
級
の
資
格
取
得
者
が
１
名
お

り
ま
す
。
彼
ら
の
う
ち
３
名
は
、
資
格
取

得
を
社
内
研
修
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
主
的
な
も
の
な
の
で

参
加
は
各
自
の
自
由
で
す
が
、
多
く
の
従

業
員
が
積
極
的
に
参
加
し
結
果
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

従
業
員
の
自
主
性
を
引
き
出
す
た
め
の

工
夫
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
新
商
品
の
開

発
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の
中
か
ら
委
員

を
選
任
し
、
月
一
回
の
企
画
会
議
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
私
も
参
加
し
ま
す
が
、
ど

の
委
員
も
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
活
発
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。」

　

そ
の
中
で
生
ま
れ
る
新
商
品
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
に
基
づ
い
た
『
ア
ス
リ
ー

ト
弁
当
』な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
障
壁
を
超
え
、
止
ま
る
こ
と

な
く
進
み
続
け
る
。

食
に
携
わ
る
喜
び
と
感
謝
、

そ
し
て
責
任

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
、
13
期
連
続
で
増
収

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
厳
し
い
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
８
つ
の
事
業
が
互

い
に
カ
バ
ー
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
歩
ん
で

８つの事業が互いに支え合うことで、難局を乗
り越えながら増収を続けてきた。

受託給食事業 弁当給食事業

配食事業 炊飯事業

パン事業 特別料理事業

観光事業 食品加工その他

事業一覧

左：企画開発課課長　藤田　信之
中：メディカル事業部長　横山　厚
右：運営管理課長　岡田　美紀（管理栄養士）
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く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
業
を
複
数

持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
面
白
い
で
す

よ
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
向
け
宅
配

弁
当
だ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
の
知
ら

な
い
需
要
が
あ
る
ん
で
す
。
利
用
者
は
高

齢
者
の
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
込
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
日
が
出
て
い
る
間
は
ず

っ
と
仕
事
を
し
て
い
る
農
家
の
方
や
、
お

子
さ
ん
を
出
産
さ
れ
た
ご
家
庭
な
ど
か
ら

の
ご
注
文
も
、
か
な
り
多
い
ん
で
す
よ
。

株式会社デリクックちくま
［本社］

〒388-8003
長野市篠ノ井小森428
電話　 0120-97-1986
総従業員数　702名（男119名・女583名）
　※平成30年８月末日現在

そ
う
い
う
発
見
が
あ
る
か
ら
、
現
場
を
見

る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
出

会
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
が
好
き
な

ん
で
し
ょ
う
。

　

弊
社
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
『
Ａ
Ｃ
長
野
パ

ル
セ
イ
ロ
』
と
い
う
チ
ー
ム
の
ス
ポ
ン
サ

ー
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

養
の
観
点
か
ら
管
理
栄
養
士
が
食
事
面
で

選
手
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
弊
社
は
年
中
無
休
、
24
時
間
工
場
が

稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
長
野
県
と
災
害
協
定
を
締
結
し

非
常
時
に
い
つ
で
も
炊
き
出
し
対
応
で
き

る
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
食
を
生
業

と
し
て
い
る
事
業
者
と
し
て
、県
民
の『
食

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
』
を
維
持
す
る
の
も
企

業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
は
も
と
も
と
給
食
と
は
異
な
る
業
界

の
出
身
で
し
た
が
、
こ
の
世
界
に
入
っ
て

気
づ
い
た
の
は
、
食
と
い
う
日
常
生
活
で

欠
か
せ
な
い
営
み
、
そ
の
大
切
さ
。
そ
し

て
そ
れ
を
仕
事
に
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
、
喜
び
と
感
謝
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
毎
日
に
充
実
感
を
感
じ
な
が

ら
、
自
ら
の
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。」
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お豆腐の規格基準が
改正された話

無菌充填豆腐について常温流通が可能に

※食品安全委員会資料より参照

2018 年 7 月 13 日 ミネラルウォーターの規格基準（清涼飲料水の製造規格の改正を含む）
   【 食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号） 】

2018 年 7 月 13 日 豆腐の規格基準
   【 食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号） 】

2018 年８月   ８日 乳児用液体ミルク ( 調製液状乳 ) の規格基準
   【 乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和二十六年厚生省令第五十二号） 】

http://www.mhcl.jp

　今回、無菌充填技術を用いた豆腐（無菌充填豆腐）について、常温保存が可

能であることが確認されたため「食品、添加物等の規格基準」が改正され、常

温での保存・流通・販売が可能になりました

豆腐は細菌が増えやすい？！

　もともと「豆腐」については、「食品、添加物等の規格基準」において製造基準及び

保存基準が定められていました。豆腐は細菌が「増えやすい」食品なので、製造工程で

細菌汚染をできるだけ少なくするための製造基準と、急激な細菌増殖を防ぐための低温

管理をもとめる保存基準が作られました。

　このような規格基準のもとで、現在に至るまで一般的に流通している豆腐は、基本的

に冷蔵での保存が必要とされていました。

成分規格（新設） ︓ 　常温で保存する豆腐について、発育し得る微生物が陰性であること

製造基準 ︓　（略）※無菌充填豆腐に関する製造基準あり

保存基準 ︓
（１）豆腐は、冷蔵するか、又は十分に洗浄し、かつ、殺菌した水槽内において、冷水（食品製造用水に限る。）

で絶えず換水をしながら保存しなければならない。ただし、移動販売に係る豆腐、成型した後水さらしをし
ないで直ちに販売の用に供されることが通常である豆腐及び無菌充填豆腐にあっては、この限りでない。

（２）（略）

　厚生労働省は業界団体の要望を受け、常温流通を検討するにあた

り、食品安全委員会によるリスク評価を依頼しました。

　そして、無菌充填豆腐が人に健康被害を与える可能性のあるハザー

ドとして、セレウス菌とボツリヌス菌が挙げられました。セレウス菌もボツリヌス菌も、土壌などの環境に存在し、

豆腐の原料である大豆に付着している可能性が高い、耐熱性の芽胞形成菌の代表格です。

　　まず、芽胞形成菌を制御しきちんと殺菌し

ていくために、いわゆるレトルト食品である

容器包装詰加圧加熱殺菌食品の規格基準を参

考にして、無菌充塡豆腐の製造条件が設定さ

れました。そしてその条件下において、セレ

ウス菌とボツリヌス菌の制御が製造工程ごと

に可能かが調査・審議されました。

　その結果「無菌充填豆腐について、現行の

冷蔵保存から常温保存に変更してもリスクに

差があるとは考えられない」との評価が取り

まとめられ、規格改正につながりました。

　規格基準の改正に

伴い、豆腐の食品表

示についても変更が

予定されています。

　今後は「要冷蔵」

と「常温」と、保存温度の異なる豆腐が出て

くることが予想されます。保存方法や賞味期

限など、間違いが生じることのないよう、製

造販売はもちろん、扱う側もより注意を払う

ことが求められます。

主な豆腐の製造工程

株式会社　町田予防衛生研究所

お豆腐の規格基準が
改正された話

改正に向けて

　今回は、この中の「豆腐の規格基準」に注目してみたいと思います。

　この夏、食品について３件の規格基準改正がありました。

　しかし、設定から４０年以上が経過し、製造技術や衛生環境が格段に向上しました。

　また、豆乳を連続流動式の加熱殺菌機で殺菌し、殺菌・除菌した凝固剤を添加することで、無菌的に充填した「無

菌充填豆腐」というものは、実はすでに1986年（昭和61年）から、製造されていました。そして海外にむけて

の輸出品として、また現地製造品として、無菌充填豆腐が常温流通していて、これまでに食中毒の報告もないとさ

れています。
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無菌充填豆腐について常温流通が可能に

※食品安全委員会資料より参照

2018 年 7 月 13 日 ミネラルウォーターの規格基準（清涼飲料水の製造規格の改正を含む）
   【 食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号） 】

2018 年 7 月 13 日 豆腐の規格基準
   【 食品、添加物等の規格基準（昭和 34 年厚生省告示第 370 号） 】

2018 年８月   ８日 乳児用液体ミルク ( 調製液状乳 ) の規格基準
   【 乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和二十六年厚生省令第五十二号） 】

http://www.mhcl.jp

　今回、無菌充填技術を用いた豆腐（無菌充填豆腐）について、常温保存が可

能であることが確認されたため「食品、添加物等の規格基準」が改正され、常

温での保存・流通・販売が可能になりました

豆腐は細菌が増えやすい？！

　もともと「豆腐」については、「食品、添加物等の規格基準」において製造基準及び

保存基準が定められていました。豆腐は細菌が「増えやすい」食品なので、製造工程で

細菌汚染をできるだけ少なくするための製造基準と、急激な細菌増殖を防ぐための低温

管理をもとめる保存基準が作られました。

　このような規格基準のもとで、現在に至るまで一般的に流通している豆腐は、基本的

に冷蔵での保存が必要とされていました。

成分規格（新設） ︓ 　常温で保存する豆腐について、発育し得る微生物が陰性であること

製造基準 ︓　（略）※無菌充填豆腐に関する製造基準あり

保存基準 ︓
（１）豆腐は、冷蔵するか、又は十分に洗浄し、かつ、殺菌した水槽内において、冷水（食品製造用水に限る。）

で絶えず換水をしながら保存しなければならない。ただし、移動販売に係る豆腐、成型した後水さらしをし
ないで直ちに販売の用に供されることが通常である豆腐及び無菌充填豆腐にあっては、この限りでない。

（２）（略）

　厚生労働省は業界団体の要望を受け、常温流通を検討するにあた

り、食品安全委員会によるリスク評価を依頼しました。

　そして、無菌充填豆腐が人に健康被害を与える可能性のあるハザー

ドとして、セレウス菌とボツリヌス菌が挙げられました。セレウス菌もボツリヌス菌も、土壌などの環境に存在し、

豆腐の原料である大豆に付着している可能性が高い、耐熱性の芽胞形成菌の代表格です。

　　まず、芽胞形成菌を制御しきちんと殺菌し

ていくために、いわゆるレトルト食品である

容器包装詰加圧加熱殺菌食品の規格基準を参

考にして、無菌充塡豆腐の製造条件が設定さ

れました。そしてその条件下において、セレ

ウス菌とボツリヌス菌の制御が製造工程ごと

に可能かが調査・審議されました。

　その結果「無菌充填豆腐について、現行の

冷蔵保存から常温保存に変更してもリスクに

差があるとは考えられない」との評価が取り

まとめられ、規格改正につながりました。

　規格基準の改正に

伴い、豆腐の食品表

示についても変更が

予定されています。

　今後は「要冷蔵」

と「常温」と、保存温度の異なる豆腐が出て

くることが予想されます。保存方法や賞味期

限など、間違いが生じることのないよう、製

造販売はもちろん、扱う側もより注意を払う

ことが求められます。

主な豆腐の製造工程

株式会社　町田予防衛生研究所

お豆腐の規格基準が
改正された話

改正に向けて

　今回は、この中の「豆腐の規格基準」に注目してみたいと思います。

　この夏、食品について３件の規格基準改正がありました。

　しかし、設定から４０年以上が経過し、製造技術や衛生環境が格段に向上しました。

　また、豆乳を連続流動式の加熱殺菌機で殺菌し、殺菌・除菌した凝固剤を添加することで、無菌的に充填した「無

菌充填豆腐」というものは、実はすでに1986年（昭和61年）から、製造されていました。そして海外にむけて

の輸出品として、また現地製造品として、無菌充填豆腐が常温流通していて、これまでに食中毒の報告もないとさ

れています。
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[問い合せ先]
HCJ三展合同事務局　一般社団法人 日本能率協会　産業振興センター内
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22

＜個人情報のお取り扱いについて＞
　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。
今回、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、今後の各種案内のために利用させていただきます。なお、個人情報は配送の依頼等で機密保持契約
を締結した業務委託先に預託することがありますのであらかじめご承知おきください。

■会　期：２０１9年　２月19日（火）～２2日（金）　１０：００　～　１７：００（最終日は１６：３０まで）
■会　場：東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）東展示棟１～7ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当・宅配ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策・HACCP対
応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・バイキング
ソーン、ITシステム・機器関連ゾーン、
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：3,000円（ただし、「招待券」持参者、事前登録者は無料）

（笑食快膳）
会社名
団体名

住　所
〒

部署名 役職名

お名前 TEL

E-mail FAX

招待券請求部数 部

FAX　 03-3434-8076
URL     http://www.jma.or.jp/hcj/

  TEL　  03-3434-1377
E-mail　hcj@jma.or.jp

HCJ三展合同事務局行　　 FAX：03-3434-8076

検索HCJ http://www.jma.or.jp/hcj/来場登録・最新情報は
WEBをご覧ください

 招待状請求　受付期限…2019年2月8日（金）事務局必着
　招待状の発送は、2017年12月中旬以降を予定しています。
　⇒ホームページから必要部数をご請求ください。または、下記にご記入のうえFAXでご連絡ください。

 団体来場登録　受付期限…2019年1月29日（火）事務局必着
　15名様以上でのご来場には、事前団体登録が便利です。
　事前に来場者リストをいただき、会期前に皆様の来場者バッジをお送りします。
　会場でおひとりずつ登録手続することなく、スムーズにご入場いただけます。
　また、ご希望に応じ駐車場もご用意いたします。
　⇒　ホームページをご確認のうえ、メールにてご連絡ください（リストはデータにてご提出ください）。

◆ご来場に際してのご注意
　本展は商談のための展示会につき、招待券をお持ちでも業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮
　いただきます。（同伴者のいる場合も不可）

2019年2月

開催！！

　来る2019年2月19日（火）～22日（金）、東京ビッグサイト・東1～7ホールで、当協会をはじめ公益社団法人日本給食
サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第40回フード・ケータリン
グショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,400小間、予定来場登録者数65,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
※WEBで「HCJ」を検索してください。（⇒http://www.jma.or.jp/hcj/）

●開催日時：２月２1日（木）１４時～１６時（予定）
●開催会場：東京ビッグサイト・東棟（給食セミナー会場）
●参加方法：定員3００名、聴講無料、当日先着順
●プログラム：
　講師　調整中

　会期中、本展示会共催の日本給食サービス協会、日本弁当サービス協会や日本厨房工業会も主催セミナーを開催します。

[東棟・給食セミナー会場（東京ビッグサイト内）]
　●２月19日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
　●２月20日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
　●２月２2日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

[開催概要]
　■合同開催
　　第１9回厨房設備機器展（テーマ：食を支える厨房イノベーション）
　　第４7回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：ホスピタリティ産業の新たな市場開拓に挑戦する）

　当協会も東2ホールに出展し、協会活動や会員紹介などと併せ、栄養士委員会が主体となって「管理栄養士・栄養士に
よる健康・食事相談コーナー」を開催いたします。前回（2018年2月）開催時には、1,230名の来場者のアンケート回答な
ど、大きな反響をいただきました。

日本メディカル給食協会ブースへ
ぜひお立ち寄りください！

下記の通り、２月２1日（木）に当協会主催セミナーを開催します。奮ってご参加ください。

●招待券のお申込み用紙は次のページにあります。

 その他　みどころ満載！　関連企画・セミナーも充実！

 「日本メディカル給食協会主催セミナー」（２／２1）開催！

 「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」（東2ホール）を開催！

セミナーも開催！
[テーマ]お役立ちの提案　～安全・安心・健康・おいしさを求めて～

「ハラール食を再認識　～東京2020に向け」（仮称）
：東京農業大学教授に依頼中（後日決定）
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[問い合せ先]
HCJ三展合同事務局　一般社団法人 日本能率協会　産業振興センター内
〒105-8522　東京都港区芝公園3-1-22

＜個人情報のお取り扱いについて＞
　一般社団法人日本能率協会では、個人情報の保護に努めております。詳細は個人情報保護方針（http://www.jma.or.jp/privacy）をご覧ください。
今回、ご記入いただきましたお客様の個人情報は、今後の各種案内のために利用させていただきます。なお、個人情報は配送の依頼等で機密保持契約
を締結した業務委託先に預託することがありますのであらかじめご承知おきください。

■会　期：２０１9年　２月19日（火）～２2日（金）　１０：００　～　１７：００（最終日は１６：３０まで）
■会　場：東京ビッグサイト（有明・東京国際展示場）東展示棟１～7ホール
■展示ゾーン：

　給食・弁当・宅配ゾーン、厨房設備・機器ゾーン、テーブルウェアゾーン、プロフード東京ゾーン（業務用食材・
飲料、イタリア料理、焼肉産業、JGAP・グローバルGAP認証食材）、衛生・クリンリネス・食中毒対策・HACCP対
応対策ゾーン、カフェ・ベーカリー・デザートゾーン、ナチュラルフードプロダクツゾーン、ブッフェ・バイキング
ソーン、ITシステム・機器関連ゾーン、
その他外食、宿泊産業関連機器展示ゾーン

■入場登録料：3,000円（ただし、「招待券」持参者、事前登録者は無料）

（笑食快膳）
会社名
団体名

住　所
〒

部署名 役職名

お名前 TEL

E-mail FAX

招待券請求部数 部

FAX　 03-3434-8076
URL     http://www.jma.or.jp/hcj/

  TEL　  03-3434-1377
E-mail　hcj@jma.or.jp

HCJ三展合同事務局行　　 FAX：03-3434-8076

検索HCJ http://www.jma.or.jp/hcj/来場登録・最新情報は
WEBをご覧ください

 招待状請求　受付期限…2019年2月8日（金）事務局必着
　招待状の発送は、2017年12月中旬以降を予定しています。
　⇒ホームページから必要部数をご請求ください。または、下記にご記入のうえFAXでご連絡ください。

 団体来場登録　受付期限…2019年1月29日（火）事務局必着
　15名様以上でのご来場には、事前団体登録が便利です。
　事前に来場者リストをいただき、会期前に皆様の来場者バッジをお送りします。
　会場でおひとりずつ登録手続することなく、スムーズにご入場いただけます。
　また、ご希望に応じ駐車場もご用意いたします。
　⇒　ホームページをご確認のうえ、メールにてご連絡ください（リストはデータにてご提出ください）。

◆ご来場に際してのご注意
　本展は商談のための展示会につき、招待券をお持ちでも業界関係者以外の方および16歳未満の方の入場はご遠慮
　いただきます。（同伴者のいる場合も不可）
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っと変ですよね。ここでいう「手前」は、自分
のすぐ近くを指すのではなく、「自分（の家）
でつくった」ことを表します。現代のようにパ
ックになった大量生産の味噌が普及する前は、
各家庭で味噌を作っていました。そうすると
味噌には各地域、各家庭独特のおいしさ、特
長がでてきます。そんな自分の家でしか作れ
ない味噌に対する誇りや自慢から、「手前味噌
を並べる」「味噌を上げる」といった使われ方
をするようになったのです。また味噌が家庭
で作られるものだったことがよく分かること
わざもあります。

味噌をつける
「失敗して評判を落とす。面目を失う。」
　味噌は古く、火傷（やけど）の特効薬とし
ても用いられていました。たしかに味噌はひ
んやりと冷たく、保冷剤など人工的に冷やす
技術のなかった時代には患部を冷やすものと
して重宝されたのかもしれません。味噌の活
躍の幅に改めて感心します。なぜ失敗したと
きに使うのでしょう。大抵、不注意やなんら
かのミスがあったときです。失敗して火傷を
する。治療として味噌をつける。こうした習
慣から、「味噌をつけること」自体が一般的な
失敗を表すようになったのです。

糞味噌に言う
「相手をさんざんにけなすこと。」
　糞味噌は糞と味噌の区別をつけないという
意味で、味噌糞ともいいます。糞は汚れたもの、
価値の無いもの、味噌は価値のあるもののた
とえなので、糞味噌は良いも悪いも区別せず、
めちゃくちゃにという意味。糞も味噌も一緒
といえば、善悪・優劣などの区別をせずに、
なんでも一緒くたに扱うことをいいます。

味噌が体に非常によいものであることを
表すことわざ

・味噌は医者いらず
・味噌の医者殺し
・味噌汁は朝の毒消し
・味噌汁一杯三里の力
・味噌で呑む一杯、酒に毒はなし（酒も、味

噌をつまみで飲めば害がないという例え）
　これだけ見ても、味噌がどんなに体にいい
かわかります。体にいい味噌を摂っていれば
医者にかかることもなく、朝の味噌汁で体調
が整い、さらに一杯の味噌汁で三里（約12㎞）
も歩ける。このような効果効能があれば味噌
を積極的に摂取したほうがいいですね。

味　噌　玉
　お湯を注げばいいだけの、即席味噌汁のも
と“味噌玉”。汗をかく登山では塩分と水分補
給が大切ですが、そんな時にも味噌汁はぴっ
たり。どちらも補給できるため、理にかなっ
た食べ物なのです。山の上は寒いけれど、温
かいものがあるとほっとできるんです。
　味噌にトマトペーストやマッシュポテトの
フレークを混ぜても、洋風スープのように楽
しめます。味噌玉はアウトドアだけでなく、
手弁当の方にもおすすめ。１週間くらい保存
できるので多めに作っておくと便利です。

衛生面での評価
　1997年、財団法人日本食品分析センターが
病原性大腸菌O-157を味噌に大量に添加して、
その菌の消長を測定しました。その結果、病
原性大腸菌O-157は増殖できず、徐々に死滅す
ることがわかりました。
　菌の種類や保存温度条件によっても生存時間
は異なりますが、熟成中の味噌に病原性大腸菌
O-157の菌液を添加・混合し、30℃の保存温度
下では味噌中の病原性大腸菌O-157は３日です
べて死滅、20℃でも大幅に減少するという試験
結果が出ています。万が一、味噌に病原性大腸
菌O-157が混入したとしても、発酵熟成の過程
や常温での流通過程において死滅します。また、
開封後に汚染されたとしても、味噌汁では調理
過程における加熱で死滅するため安全です。
　O-157だけでなく、大腸菌や黄色ブドウ菌な
どの病原菌が味噌に混入して食中毒を起こし
たという症例は今まで一例も報告されていま
せん。
　味噌は日本独特の調味料であり、栄養面・
衛生面で優れています。
日本食にかかせない味噌を見直しましょう！
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雑 学
お も し ろ

　日本人の食生活に欠かせない“味噌”の歴
史は、飛鳥時代までさかのぼり、その起源は
中国大陸にあるといわれています。およそ
1200年にわたって、味噌は日本人の食生活の
中で育まれ、発展してきました。
　当初は、寺院や貴族階級に珍重される贅沢
品でしたが、室町時代には裕福な庶民の間で
の自家醸造も始まり、江戸時代に入ると販売
用にも生産されるようになりました。以後、
日本全国それぞれの地域で、地場農産物や気
候風土、嗜好に合わせて、さまざまな特色を
持った味噌が“ふるさとの味”として造られ
るようになりました。
　味噌の原料となる大豆には７つの有効成分が
あり、なかでも大豆油に含まれる不飽和酸であ
るリノール酸と大豆レシチンには、血中コレス
テロールの上昇を抑える効果があります。
　過去に、欧米に比べて日本人に心臓病が少
なかった理由の一つは、味噌汁を代表とする
大豆食品を食べる食文化を継承してきたから
だとも言われており、「味噌が胃がんの発生リ
スクを下げる」「味噌汁の摂取が多いほど乳が
んになりにくい」「味噌は老化を防止する」な
どと言われています。
　また、味噌汁の具に入れる野菜、芋類など
に多く含まれるカリウムは、収縮している血
管を拡張させる作用があるとされています。
具に使われるわかめなどの海藻に多く含まれ
るマグネシウムは、カルシウムが細胞内に流
入するのを抑えます。野菜を煮ると、カリウ
ムやマグネシウムの一部は煮汁に溶けてしま
いますが、これをそっくり摂取することがで
きる味噌汁は、余分な塩分を体外へ排出する
働きがあり、日本人の食生活に欠かせない機
能食といえます。

同じ食塩量でも、味噌からの摂取は30％
の減塩効果があるといわれています。

　同じ塩分量でも食塩水そのものよりも、味
噌から摂取する塩分のほうが血圧の上昇を抑
えることができるとともに、味噌に含まれる
成分によって腎臓や心臓などの臓器障害が軽
減されることがわかってきました。
　味噌に含まれる塩は、単に味を左右するだけ

でなく、熟成過程での発酵微生物の増殖や代謝、
酵素作用をコントロールするうえで欠かせませ
ん。有害雑菌（枯草菌など）を抑制する働きも
します。したがって、成分表からだけでは、食
べたときの塩味は判定できません。
　味噌は塩分の多い調味料と思っている人が
たくさんいますが、100ｇ中の塩分含有量が多
くても少なくても、味噌汁として摂取すると
きは、塩分濃度は１％くらいだそうです。
　仮に味噌汁１杯150mlを摂取したときの塩分
摂取量は1.2g ～ 1.5g前後で、他の食品の１回
の摂取量と比較すると、味噌汁の塩分は必ず
しも多くはありません。また、味噌汁を作る
ときに具をたっぷり入れるなどの工夫をすれ
ば、汁の量を減らすことができ、塩分の摂取
も少なくなります。
　塩分の摂り過ぎで間題になるのは、ナトリ
ウムの過剰摂取が高血圧などの原因になると
考えられている点ですが、同時にカリウムを
摂取すると、ナトリウムは体外に排泄されや
すくなります。ですから、味噌汁の具にカリ
ウムを多く含む緑黄色野莱や芋類、海藻類の
ワカメなどを組み合わせることで、ナトリウ
ムの摂取を抑えることができます。
　味噌汁は毎日のカルシウム源として大きなウ
エートを占めています。味噌そのものに含まれ
るカルシウムだけでなく、だしを取る煮干しや
けずり節、具に利用される豆腐やわかめ、菜っ
ぱ類にもカルシウムが含まれます。骨粗鬆症は
カルシウム不足から起こることが多い病気で、
骨の密度が低く、スカスカの状態になります。
骨粗鬆症の最大の予防法は、カルシウムの多い
食品を継続的に摂取することです。
　味噌汁は、野菜の食物繊維やビタミンも同
時に摂取できます。これが味噌汁に代表され
る日本の食の長所です。味噌汁のある食卓を
定着させることこそ、骨粗鬆症や生活習慣病
を防ぐことにつながります。

味噌にまつわることわざ

手前味噌
「自分で自分のことをほめること。自慢。」

　手前の味噌が、自慢…？改めて考えるとちょ

味噌のうんちく
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当協会のホームページがスマートフォンからも
ご覧いただけるようになりました。

研修・講習会の情報・機関誌が更に見やすくな
っております。 特に、お問合せの多い研修・講
習会の日程もかんたんにチェックできるように
なりました。
ぜひ、スマートフォンからもアクセスください。

スマートフォンで
ホームページを

ご覧いただけるように
なりました！

日本メディカル給食協会

（株）デリクックちくまで管理栄養士として働く
小林さんは、入社以来、受託責任者を務めている。

「子どもが好きで、子どもに関われる仕事がしたかっ
たんです。その中で『給食のおばちゃん』というか、
そういうイメージが頭に浮かんで、栄養士になろうと
思いました。

最初は保育園や学校など、子どものいる施設で働きた
いと思っていたんですが、勉強していくうちにだんだ
んと医療分野にも興味が湧いてきて、今の職場に就職
してからはずっとメディカル給食に携わっています。
患者様たちとのふれあう中でこの仕事をより面白く感
じるようになって、今はもっと経験を積んでいきたい
と思うようになりました。」

長野県の栄養改善学会で最優秀賞の『学会賞』を
受賞されたとか。

「４年ほど前ですが、当時リハ病棟に勤務しており、
高齢者の方々の食欲不振に対する取り組みをまとめて
学会で発表しました。
例えば、手がうまく動かせず食事が億劫になっている
患者さんには三角形のおにぎりから小さな俵型に変
え、摂食機能の弱い患者さんには海苔に穴を空けて…

など、食べやすくする工夫を重ねた記録の集大成で
すね。」

仕事をしていてよかったことは？
「リハ病棟では、自分の工夫で患者様が食事を食べて
くれたのが嬉しかったです。今も食札にメッセージ
を書いて戻してくれることもあって、そういうふれ
あいは嬉しいですね。
それから、いくつかの現場を経験してきたことで対
応力が上がっているなあと感じられるようになって
きました。」

どんなことを心がけていますか？
「コミュニケーションの中で、自分の意見をきちんと
伝えることですね。ほかの従業員たちと話し合いを
重ねて、良い現場を一緒につくっていけるようにし
ています。
その中でも最近、特に意
識しているのが新人教
育です。これまでは『言
い聞かせる』みたいな
指導が苦手だったん
ですけど、自分なり
に考えて経験の浅
いスタッフをちゃ
んと育てていか
なきゃなあと思
っています。」

表紙の人 インタビュー
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